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摘要

わが国の国内甘味資源保護政策の経済厚生効果を明らかにする研究の一環として，砂糖

需要の価格弾力性および圏内産糖供給の価格弾力性を推定した。

砂糖需要の価格弾力性は非弾力的で，異性化糖の進出に伴い，0.28から0.15に低下して

きた。圏内産糖の供給は，てん菜糖の短期価格弾力性がほぽlであるのに対'"'，甘しゃ糖

の価格弾力性は0.5と小さなf直であった。
さらに，これらの弾力性推定値を用いて，圏内甘味資源保護政策のもたらした経済余剰

変化を推計した。その結果，国際糖価の高騰期を別とすれば，圏内甘味資源保護政策は国

内のてん菜・てん菜糖生産者，さとうきぴ・甘しゃ糠生産者の生産者余剰を，それぞれ生

産額の3-4割， 5-6割に相当する額だげ増加させた一方，砂糖実需者の消費者余剰を

購入額の6-7割に匹敵する額だけ減少させたことがわかった。
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緒言

てん菜は十勝をはじめとする北海道の主要畑作地

域における基幹的な輪作作物である。また，さとう

きぴは作付面積，生産額，作付農家戸数のいずれに

おいても沖縄県，鹿児島県南西諸島で最大の農作物

である。そのため，両地域の農家経済の安定を図る

べく，てん菜・さとうきぴを原料とする圏内産てん

菜糖・甘しゃ糖保護政策が1950年代半ばから実施さ

れて来ている。

その長い歴史と重要性にもかかわらず，国内産糖

保護政策の経済効果に関する実証研究は少ない。し

かも，これまでの研究は，園内産甘しゃ糖の供給が

価格に全く反応しないとアプリオリに仮定したり 3.8，川，

カロリー甘味料としての砂糖需要をアドホックにモ

デル化するきらいがあった日，川。その結果，砂糖市場

の需要・供給弾力性の既往推定値にはバイアスがあ

る可能性が高い。圏内産糖保護政策の経済効果を計

量経済学的・応用厚生経済学的に検討するためには，

砂精需要の価格弾力性ならびに圏内産糖供給の価格
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